
・浸水対策の現状と課題
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①浸水対策の現状
（下水道の整備水準の整理）
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要素名／順位 1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
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・降⾬強度公式
Ｉ10＝5,800/(t+30)

1時間降⾬︓64.4mm/hr
10分間降⾬︓24.2mm/10分

・大牟田アメダス観測所

(統計期間)⽇降⽔量、⽇最大1時間降⽔量︓1976.1〜2020.9
⽇最大10分間降⽔量︓2009.1〜2020.9
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【ハイエトグラフ】

24.2

64.4

※参考＿福岡県作成降⾬強度（2016.10更新）

県南ブロック︓65.9mm/hr
県南ブロック︓22.1mm/10分



①浸水対策の現状
（下水道整備区域）
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※⽩銀川調節池︓貯⽔容量 180,000m³ ⽩銀川の河川⽔位が上昇した際、一時的に貯⽔し洪⽔を防ぐ

白銀川調節池



①浸水対策の現状
（下水道の整備状況、今後の整備）
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2)⾬⽔事業の整備状況
全体計画︓5ポンプ場
事業計画︓5ポンプ場
整備施設︓4ポンプ場

※⽩川Pは現在建設中
※

1)下⽔道計画面積（⾬⽔計画）
全体計画︓2,957ha
事業計画︓1,317ha

ポンプ場を有する排⽔区のみ抜粋

排⽔区名 全体計画
（ha）

事業計画
（ha）

整備率
（％）

中部 331 331 100

明治 167 167 17

諏訪 146 146 18

三川 135 135 49

排⽔区名 全体計画
（m3/分）

整備能⼒
（m3/分）

整備率
（%）

浜田町 3,426 3,420 100

明治 1,098 1,098 100

諏訪 1,288 966 75

三川 1,483 645 43

※整備率について
・整備率は、以下のとおり算定している

降⾬強度に対応している管路の集⽔面積
/全体計画面積

・降⾬強度を満たしておらず、未整備扱いの区域にお
いても既存の管路で一定量の⾬⽔を流下している

・中部排⽔区は合流式下⽔道で汚⽔と⾬⽔を一体
的に整備しているため、整備率が⾼い。

※整備率︓整備能⼒/全体計画



①浸水対策の現状
（大牟田市内における二級河川の整備状況）
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①浸水対策の現状
（市内の降雨観測点の位置情報の整理）
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◎①

◎⑥

◎②

◎⑦

◎⑧

◎③

◎④
◎⑤

※カッコ内は、「②三川ポンプ場」
からの直線距離を⽰す。

【アメダス観測所】
①大牟田観測所（3.7km）

【ポンプ場設置降⾬計】
②三川ポンプ場
③諏訪ポンプ場（0.7km）
④浜田町ポンプ場（2.3km）
⑤明治ポンプ場（2.6km）

【市設置降⾬計】
⑥県土整備事務所（1.7km）
⑦歴木中学校（4.5km）
⑧田隈（6.0km）



①浸水対策の現状
（令和２年７月豪雨における各観測点の降雨量の比較）
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（単位︓mm） 総⾬量 24時間⾬量 3時間⾬量 1時間⾬量 10分⾬量

①大牟田観測所 662.0 445.0 189.0 73.0 17.5

②三川ポンプ場 420.5 420.5 274.5 100.0 22.0

⑥県土整備事務所 653.0 446.0 211.0 90.0 19.0

⑦歴木中学校 606.0 528.0 262.0 105.0 19.0

・観測点ごとの降⾬データ
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①浸水対策の現状
（令和２年７月豪雨における各観測点の降雨量の比較）
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・観測点ごとの時系列データ
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①浸水対策の現状
（過去の豪雨と今回豪雨における浸水状況の比較）
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（単位︓mm） 総⾬量 24時間⾬量 3時間⾬量 1時間⾬量

2020.7.6豪⾬ 662.0 445.0 189.0 73.0

1990.7.2豪⾬ 335.0 312.0 123.0 51.0

・大牟田観測所における降⾬の⽐較



①浸水対策の現状
（今回の浸水被害）
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・国土交通省発表の被害状況（9/3現在）

河川名 原因 床上浸⽔
（約⼾）

床下浸⽔
（約⼾）

隈川 溢⽔ 4 112

諏訪川 越⽔+内⽔ 853 1,032

大牟田川 溢⽔+内⽔ 231 1,937

堂面川 溢⽔+内⽔ 246 486

白銀川 越⽔+内⽔ 247 553

出典：国土交通省ホームページ

※堤防がないところでは「溢水」、堤防のあるところでは「越水」



①浸水対策の現状
（今回浸水区域）
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※今回浸水区域について
・現地の浸水痕跡や聞き取り結果による(8月6日福岡県調査時点)
・二級河川を対象に実施したもので、すべての浸水区域を示しているものではない
・浸水原因(内水、外水)の区分はしていない
・今後の調査等により変動する可能性がある
・諏訪川の熊本県区間の浸水状況は本調査外である

※床上床下浸水について
・市調査による
・今後の調査等により変動する可能性がある



①浸水対策の現状
（過去の豪雨における浸水区域との比較）
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②浸水原因の考察
（洪水ハザードマップとの比較）

12※ハザードマップ：諏訪川、堂面川の洪水(外水)による浸水深



②浸水原因の考察
（７月6日の浜田ポンプ場の水位状況）
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ポンプ井・沈砂池のオーバフローレベルは超えていない



②浸水原因の考察
（７月6日の明治ポンプ場の水位状況）
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ポンプ井のオーバフローレベルは超えていない



②浸水原因の考察
（７月6日の諏訪ポンプ場の水位状況）
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ポンプ井、沈砂池のオーバフローレベルは超えていない



②浸水原因の考察
（７月6日の三川ポンプ場の水位状況）
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ポンプ井のオーバフローレベルを超えている

配電盤への水の侵入⇒水中ポンプ停止

エンジンの浸水⇒エンジンポンプ停止

ポンプ棟内
浸水深92ｃｍ



②浸水原因の考察
（７月6日の三川ポンプ場内の浸水深）
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②浸水原因の考察
（７月6日の三川ポンプ場内の浸水深）

18

堤防高(測量より) ▽+3.80



②浸水原因の考察
（三川ポンプ場における最近の豪雨の状況 10分間降雨）

19(降⾬観測地点)三川ポンプ場

平成25年8月4⽇ 平成26年7月3⽇

平成28年6月22⽇(道路冠⽔等の被害あり) 令和2年7月6⽇
→雨量計の

故障により
計測不可

最大：20.0mm/10分
66mm/時間

最大：20.0mm/10分
65mm/時間

最大：18.0㎜/10分
75mm/時間

最大：22.0mm/10分
74mm/時間

約30分間

約20分間

約1時間30分

約2時間40分間

⇒最大降⾬量(10分間)が最も多く、10mm/10分 を超える豪⾬が⻑時間続いている。



②浸水原因の考察
（過去の降雨実績から見た三川ポンプ場のポンプ能力の降雨強度）
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・大牟田市⾬⽔計画降⾬強度公式（＝排⽔管能⼒）
Ｉ10＝5,800/(t+30) 1時間降⾬︓64.4mm/hr

10分間降⾬︓24.2mm/10分

・過去の降⾬実績から⾒た三川ポンプ場のポンプ能⼒の降⾬強度
1)排⽔区における整備区域内の最遠点に降った⾬が最下流のポ
ンプ場に流達するまでにかかる流達時間は概ね24分と短いため、
市の計画降⾬強度(1時間降⾬)との単純な⽐較は難しい。

2)過去の65mｍ/時(H26.7.3) 、66mm /時(H25.8.4) の降
⾬において、大きな浸⽔被害は発生していないことを確認している。
これらの降⾬では、10分で20ｍｍの豪⾬を記録しているが、その
後の時間帯で降⾬は弱くなっている。

3)ただし、60mm/時を超えるような降⾬においては、排⽔管の能
⼒不⾜で上流側で浸⽔が発生する可能性がある。



②浸水原因の考察
（降雨量と河川水位(諏訪川)の経過）
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諏訪川 潮位(平均海面下265cmを零点とした変動)

氾濫危険水位 3.20 満潮時刻 22:32

三川ポンプ場雨量計故障

計画降雨強度64.4
㎜/hを超える雨量

7/6

満潮時刻 10：07

7/6 7/7

干潮時刻 16：33

干潮時刻 4：28

7/7

※河川⽔位計測地点︓⾅井橋(三川ポンプ場より約2ｋｍ上流)



②浸水原因の考察
（三川排水区の浸水要因 長期化）
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×配電盤への水の侵入
による水中ポンプ停止

×エンジンの浸水
によるエンジンポンプ停止

×配電盤への水の侵入
による水中ポンプ停止

河川水位が低い小降雨時などは自然排水
（ポンプ排水時は自然排水不可）



②浸水原因の考察
（三川排水区の浸水要因 長期化）
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令和2年7月7⽇ＡＭ9︓50の写真

諏訪川

三川ポンプ場側

ポンプ場吐口↓

干潮時の吐口の写真

令和2年7月豪⾬の⽔位（ポンプ場吐口断面）



②浸水原因の考察
（三川排水区の浸水要因 長期化）

24

・三川ポンプ場における降⾬量とポンプ吐出し量

※降⾬量︓三川ポンプ場、浜田町⾬量計
※浸⽔量＝累計降⾬量-累計ポンプ排⽔量

河川氾濫、管内貯留、ポンプ排⽔⾞等の影響を除いた⽔量である。



②浸水原因の考察
（三川排水区の浸水要因）
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その１）諏訪川からの逆流、船津新川からの溢⽔



②浸水原因の考察
（三川排水区の浸水要因）
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その２）河川⽔が何らかの形で流れ込んだ可能性がある地区

※当該地点での諏訪川の越⽔は確認されていない



②浸水原因の考察
（GISによる地盤高の整理）

27
地盤データ︓国土地理院 被害実績︓大牟田市調査



③浸水箇所と避難所の関係
（浸水箇所と地盤高と避難所の重ね合わせ）

28地盤⾼データ︓国土地理院



④土砂災害の現状
（ハザードマップと土砂災害被害実績の重ね合わせ）
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⑤次回委員会に向けて
（計画超過降雨への対応、耐水化、ＢＣＰ（ソフト）

30

国の考え方



⑤次回委員会に向けて
（計画超過降雨への対応、耐水化、ＢＣＰ（ソフト）

31

国の考え方


